
CMB観測のための広帯域ホーン結合 MKIDの開発 

Development of wide band horn coupled MKID for CMB 
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国立天文台、先端技術センターでは、宇宙マイクロ波背景放射(CMB)の B モード偏波を観測し、

インフレーション物理を研究する将来の衛星計画 LiteBIRD[1]や、テラヘルツ帯を観測し宇宙初期

の銀河を探査する南極テラヘルツ望遠鏡[2]に搭載するため、超伝導共振器(MKID)検出器の開発[3]

を進めている。 

MKID は超伝導体のギャップエネルギー以上の光子が入射した際に、クーパー対が壊れ表面イ

ンピーダンスが変化する様子を、共振周波数の変化として検出する。CMBの偏波観測のため、両

偏波観測可能で、一素子で多周波を観測できる検出器が必要となる。このため、先端技術センタ

ーでは、広帯域コルゲートホーン及び、平面偏波分離器(OMT)と MKID を結合させた検出器の開

発をしている。 

今回開発しているOMTとMKID結合させた検出器は導波管との結合のためOMT部分をメンブ

レン構造にしなければならない。そこで、SOIウエハーを用いて Siの深堀りを行い、これを実現

する。二本の OMT で受けた信号を重ね合わせ、円型導波管の高次モードな成分を除去し、基本

モード(TE11)のみを通す 180°ハイブリッド結合器も備えている。更に、MKID で検出する周波数

を選別するために、マイクロストリップ構造を用いたバンドパスフィルターも実装している。一

部、線路が重なるために、立体交差（エアブリッジ）を用いてこれを回避している。これらの複

合構造を低損失に実現するには、製造プロセスの開発が不可欠である。今回の発表では、開発し

ている検出器のプロセスを紹介し、その 0.1 Kでの実験結果について報告する。

   

Fig.1 Planar OMT of horn coupled MKID 
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